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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータシステム上で知的財産権分析を行う方法であって、
　各知的財産権データが複数の技術分類により分類される当該知的財産権データ（ＩＰデ
ータ）のデータベースを、サーバ上に付与するステップと、
　ユーザの入力に基づき、前記コンピュータシステムのデータプロセッサによって、前記
ＩＰデータから部分的な知的財産権分析レポートを生成するステップと、
　前記データプロセッサによって、前記複数の技術分類のひとつから前記ＩＰデータの分
類に基づき新たな技術分類を、前記ＩＰデータの自然言語処理の結果として生成するステ
ップと、
　前記データプロセッサによって、前記ＩＰデータの一部を新たな技術分類に再分類する
ステップと、
　前記データプロセッサによって、前記ＩＰデータの引用分析を組み合わせて、特許クレ
ームの文言を分析するステップと、
　前記データプロセッサによって、前記分析されたＩＰデータの関連性の決定を解釈する
ステップと、
　前記データプロセッサによって、前記コンピュータシステム上のメモリスペースに入力
され、前記分析されたＩＰデータの関連性の解釈及び前記知的財産権分析レポートに基づ
く、知的財産権分析レポートを生成するステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　ユーザによって定義される少なくともひとつの調査パラメータに基づき、少なくともひ
とつのデータベースから、知的財産権データを検索するステップをさらに有する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＩＰデータベースから検索された前記知的財産権データを洗浄するステップと、
　前記ＩＰデータベースから検索された前記知的財産権データに関連性を追加するステッ
プと、をさらに有する
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　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＩＰデータベースから検索された前記知的財産権データを再分類するステップをさ
らに有する
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ入力は、それぞれが複数の所定の知的財産権分析を定義する複数のテンプレ
ートからテンプレートを選択するユーザの選択と、前記複数の所定の知的財産権分析のう
ちの少なくともひとつを選択するユーザの選択とのうち、少なくともひとつのユーザの選
択を含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記部分的な知的財産権分析レポートを生成するステップは、
　複数の分析されたデータセットを生成するために、前記ＩＰデータベースから検索され
る前記知的財産権データについて、複数の所定の知的財産権分析のうち少なくともひとつ
の所定の知的財産権分析を行うステップと、
　前記複数の分析されたデータセットに対応する少なくともひとつのグラフィックを含む
前記部分的な知的財産権分析レポートを生成するステップと、を含む、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記部分的な知的財産権分析レポートを生成するステップは、
　前記少なくともひとつのグラフィック用の複数のグラフィックタイプのうち、少なくと
もひとつのグラフィックタイプを選択するユーザの選択を受け取るステップを含む、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記部分的な知的財産権分析レポートの少なくともひとつの属性を修正するための修正
ユーザ入力を受け取るステップと、
　前記修正ユーザ入力に基づき、当該部分的な知的財産権分析レポートを再生成するステ
ップと、をさらに有する、
　請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記部分的な知的財産権分析レポートの少なくともひとつの属性は、前記部分的な知的
財産権分析レポートにおける前記少なくともひとつのグラフィックの外観を含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記部分的な知的財産権分析レポートの前記少なくともひとつの属性は、前記部分的な
知的財産権分析レポートの前記知的財産権データ上で行われる知的財産権分析を含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記部分的な知的財産権分析レポートの解釈は、前記部分的な知的財産権分析レポート
の前記少なくともひとつのグラフィックとして表示される、前記複数の分析されたデータ
セットに対応する、
　請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記部分的な知的財産権分析レポートの解釈は、前記複数の分析されたデータセットに
対応する少なくともひとつの要約を含む、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　コンピュータシステム上で知的財産権分析を行うシステムであって、
　ユーザの入力に基づき、部分的な知的財産権分析レポートを生成し、解釈機から受け取
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る当該部分的な知的財産権分析レポートの解釈及び当該部分的な知的財産権分析レポート
に基づき、知的財産権分析レポートを生成するよう構成されたレポート生成モジュールと
、
　前記解釈機から前記部分的な知的財産権分析レポートを受け取るよう構成されたユーザ
入力モジュールと、を備えるシステム。
【請求項１４】
　前記ユーザ入力モジュールは、さらに前記ユーザ入力を受信するよう構成され、
　当該ユーザ入力は、それぞれが複数の所定の知的財産権分析を定義する複数のテンプレ
ートからテンプレートを選択するユーザの選択と、前記複数の所定の知的財産権分析のう
ちの少なくともひとつを選択するユーザの選択とのうち、少なくともひとつのユーザの選
択を含む、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　複数の分析されたデータセットを生成するために、少なくともひとつのデータベースか
ら検索される知的財産権データについて、複数の所定の知的財産権分析のうち少なくとも
ひとつの所定の知的財産権分析を行うよう構成されるデータプロセッサをさらに備え、
　前記部分的な知的財産権分析レポートは、前記複数の分析されたデータセットに対応す
る少なくともひとつのグラフィックを有する、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ユーザ入力モジュールは、さらに、
　前記部分的な知的財産権分析レポートの少なくともひとつの属性を修正するための修正
ユーザ入力を受け取るように構成される、
　請求項１４に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記少なくともひとつの属性は、前記部分的な知的財産権分析レポートの前記少なくと
もひとつのグラフィックの外観と、前記部分的な知的財産権分析レポートの前記知的財産
権データ上で行われる知的財産権分析とのうち、少なくとも一方を含む、
　請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記レポート生成モジュールは、さらに、
　前記修正ユーザ入力に基づき、前記部分的な知的財産権分析レポートを再生成するよう
構成されている、
　請求項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　少なくともひとつのデータベースから検索される知的財産権データを洗浄し、前記少な
くともひとつのデータベースから検索される前記知的財産権データに関連性を付加し、前
記少なくともひとつのデータベースから検索される前記知的財産権データを再分類するよ
う構成されたデータプロセッサを、さらに備える、
　請求項１３に記載のシステム。
【請求項２０】
　コンピュータが読み取り可能なプログラムコードを具現する、コンピュータで使用可能
なメディアを有し、知的財産権分析を行うためのコンピュータプログラムプロダクトであ
って、
　当該コンピュータプログラムコードは、コンピュータシステム上で前記知的財産権分析
を行うための方法を実行し、
　当該コンピュータシステムが有するプロセッサが、
　サーバ上の、複数の技術分類により分類された知的財産権データ（ＩＰデータ）のデー
タベースにアクセスするステップと、
　ユーザの入力に基づき、前記コンピュータシステムのデータプロセッサによって、前記
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ＩＰデータから部分的な知的財産権分析レポートを生成するステップと、
　前記複数の技術分類のひとつから前記ＩＰデータの分類に基づき、前記データプロセッ
サによって、新たな技術分類を前記ＩＰデータの自然言語処理の結果として、生成するス
テップと、
　前記データプロセッサによって、前記ＩＰデータの一部を新たな技術分類に再分類する
ステップと、
　前記データプロセッサによって、前記ＩＰデータの引用分析を組み合わせて、特許クレ
ームの文言を分析するステップと、
　前記データプロセッサによって、前記分析されたＩＰデータの関連性の決定を解釈する
ステップと、
　前記データプロセッサによって、前記コンピュータシステム上のメモリスペースに入力
されるステップと、
　前記分析されたＩＰデータの関連性の解釈及び前記知的財産権分析レポートに基づく、
知的財産権分析レポートを生成するステップと、を実行する、
　コンピュータプログラムプロダクト。
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